
対策の一つとして、排ガス浄化システムに吸着剤を

組み込み、コールドスタート時のHCを一時的に保持、

触媒が加温されてから脱離したHCを触媒に接触させ、

浄化する方法が実施されている。自動車搭載という限

られた空間、またエンジン運転条件に伴う広範囲の排

ガス環境に晒されるため、吸着剤には高い吸着特性と

耐熱性の両立が要求される。特に、排ガス中には水蒸

気が含まれるため、水蒸気共存下でもHCを選択的に

吸着し、触媒が作動する温度までHCを脱着しない吸

着保持力が求められる。

ハイシリカゼオライトは、高い耐熱性・疎水性を有

しており、HCトラップ剤に適している。本稿では、

HCトラップ用ゼオライトの更なる高性能化のため、

HC吸着機構について検討を行った結果を紹介する。

２．実験方法

［1］試料調製

東ソー製のゼオライト（市販品の他に、実験室で合

成したものも含む）を用い、アルカリ金属修飾はイオ

ン交換法によって実施した（イオン交換率はいずれも

90～100％）。

なお、本稿ではゼオライト構造はアルファベット３

文字（国際ゼオライト学会で定義される構造コード4））

で表記する。カチオン種を構造コードの前に、SiO2／
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